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本
平
成
30
年
は
春
先
か

ら
北
朝
鮮
に
振
回
さ
れ
、

大
荒
れ
の
戌
年
に
な
り
そ

う
で
す
。
安
全
保
障
等
で

は
日
米
の
密
着
度
は
高
く

安
全
に
は
懸
念
無
さ
そ
う

で
す
が
、
貿
易
問
題
で
は

今
迄
の
副
首
相
級
の
会
談

か
ら
、
更
に
貿
易
と
投
資

を
問
題
点
と
し
て
協
議
す

る
、
茂
木
　
ラ
イ
ト
ハ

イ
ザ
ー
会
議
が
設
け
ら
れ

二
国
間
交
渉
も
視
野
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
牛
肉
、

米
問
題
も
再
燃
し
、
農
産

物
も
か
つ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
合

意
し
た
レ
ベ
ル
迄
戻
る
可

能
性
も
あ
り
そ
う
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
は
国
会
承
認
さ

れ
、
今
後
、
Ａ
ｕ
ｓ
ｔ
米

は
８
４
０
０
ｔ
輸
入
さ
れ

る
事
に
な
り
、
米
業
界
も

大
き
な
転
換
が
あ
り
そ
う

で
、
期
待
致
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
32
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
国
と
し
て
国
内

基
準
が
国
際
基
準
に
準
拠

し
て
い
る
か
？
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
表
記
の
外
国

語
併
記
化
」
な
ど
様
々
な

見
直
し
を
図
っ
て
お
り
、

食
品
衛
生
法
も
大
き
な
改

訂
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
消
費
期
限
の
短
い
食
品

を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
界

の
衛
生
管
理
の
手
法
は
、

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
し
か
な

い
と
考
え
、
当
協
会
で
は

発
足
時
（
平
成
５
年
）
よ

Ｐ
の
認
定
を
始
め
、
現
在

ま
で
に
108
件
認
定
し
、
業

界
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
当
協
会
の
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
最
大
の
特
徴
は
、

毎
年
更
新
認
定
を
行
う
こ

と
で
、「
後
戻
り
し
な
い
」

管
理
の
構
築
に
あ
り
ま

す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に

向
け
た
食
品
衛
生
法
の
改

訂
は
、
参
議
院
を
通
過
し

衆
議
院
で
の
審
議
に
入
っ

て
お
り
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

定
の
問
い
合
わ
せ
は
、
当

協
会
に
お
い
て
も
急
増
し

て
お
り
、
今
後
と
も
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
当
協
会
は
、
平
成

18
年
よ
り
、
米
消
費
拡
大

を
目
指
し
た
地
道
な
取
組

と
し
て
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
認
定
事
業
」
を
行
っ
て

り
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
勉

強
会
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。
平
成
11
年
、
国
で

も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
の
導

入
が
大
事
と
考
え
、
厚
生

労
働
省
・
農
林
水
産
省
共

管
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
支

援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
当
協
会
で
は
早
速
、

指
定
認
定
機
関
の
指
定
を

受
け
（
１
業
種
に
対
し
１

団
体
）、
会
員
、
会
員
外

と
問
わ
ず
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

い
ま
す
。
当
初
募
集
人
員

は
80
名
で
し
た
が
、
皆
様

か
ら
ご
評
価
頂
き
、
昨
年

よ
り
200
名
と
し
、
現
在
ま

で
に
1400
名
の
認
定
者
を
輩

出
し
て
お
り
日
本
人
の
ご

は
ん
へ
の
関
心
の
高
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
現
状
の
米
政
策
は
、
米

消
費
拡
大
へ
の
取
り
組
み

が
希
薄
で
消
費
者
志
向
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
大

変
懸
念
を
感
じ
ま
す
。

　
一
方
、
米
購
入
価
格

は
、「
ま
さ
か
の
三
年
」

連
続
、
毎
年
10
％
以
上
も

上
昇
し
、
喘
ぎ
の
三
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
消

費
が
伸
び
悩
む
中
、
27
・

28
年
度
の
価
格
交
渉
は
困

難
を
極
め
、
僅
か
な
価
格

転
嫁
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
29
年
産
も
米
価
値

上
が
り
と
な
っ
た
た
め
、

今
回
は
消
費
減
少
も
覚
悟

の
上
で
米
価
値
上
が
り
に

見
合
う
価
格
転
嫁
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
９
割
近

い
お
客
様
に
お
認
め
頂
い

た
も
の
の
、
額
は
十
分
と

は
い
え
ず
、
業
界
は
、
疲

弊
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
、
当
炊
飯
協
会
だ
け
で

も
テ
レ
ビ
10
局
、
一
般
紙

15
社
以
上
か
ら
取
材
攻
勢

を
受
け
て
お
り
、
現
在
も

取
材
は
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
以
降
は
、
大

義
無
き
値
上
げ
は
30
年
産

以
降
も
続
く
の
か
？
国
産

米
価
格
の
先
行
き
不
安
？

と
取
材
方
向
が
変
り
ま
し

た
。
即
ち
国
産
米
毎
年

10
％
高
騰
！
か
ら
、
輸
入

米
も
昨
年
比
50
％
ｕ
ｐ
に

視
点
が
移
り
、
低
所
得
者

を
直
撃
！
需
要
量
激
減
懸

念
？
等
へ
益
々
の
社
会
問

題
化
の
兆
し
を
懸
念
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
様
に
平
成
30

年
は
40
年
間
続
い
た
縮
小

均
衡
の
生
産
調
整
（
減
反

政
策
）
が
廃
止
さ
れ
「
今

後
は
生
産
者
の
経
営
判
断

に
よ
り
米
生
産
す
る
」
に

大
転
換
＝
大
改
革
の
年
で

あ
り
、
中
食
、
外
食
業
界

で
は
「
安
定
供
給
と
明

る
い
未
来
の
あ
る
稲
作
産

業
！
」
を
期
待
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
確
か
に

農
水
省
に
よ
る
減
反
指
示

は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

各
都
道
府
県
に
再
生
協
議

会
を
設
け
、
減
反
数
量
指

示
の
替
わ
り
に
「
生
産
の

目
安
」
を
設
け
て
指
導
す

る
の
で
、
今
迄
の
「
減
反

は
維
持
さ
れ
変
わ
ら
な

い
！
」
と
Ｊ
Ａ
で
も
声
高

に
言
い
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
国

も
同
一
歩
調
で
指
導
し
て

い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
大
改
革
の
減
反
政
策
は

「
な
に
も
変
わ
ら
な
い
」

建
前
論
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
　

　
更
に
は
政
治
誘
導
、
介

入
で
30
年
産
米
も
値
上
が

り
し
「
ま
さ
か
の
４
年
」

に
で
も
な
れ
ば
、
前
記
の

様
に
社
会
問
題
化
は
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
「
米
不
信
→

消
費
激
減
→
高
値
に
よ
る

低
所
得
者
、
特
に
若
年
層

の
米
離
れ
」
を
惹
起
す
る

事
を
懸
念
し
ま
す
。
ま
た

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
０
．
６
５
％

下
が
っ
た
と
公
表
さ
れ
、

坂
田
文
男

平
成
30
年
度
通
常
総
会
開
催

平
成
30
年
度
通
常
総
会
開
催

　
総
会
で
事
業
報
告
と
と
も
に
、
木
津
嘉
人
理
事
が
退
任
と
な
り
、
副
会
長
に
中
村
氏
を
加
え
た
役
員
体
制

で
臨
む
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
食
品
衛
生
法
の
改
正
を
控
え
、
厚
労
省
か
ら
蟹
江
室
長
を
迎
え
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
坂
田
会
長
挨
拶
に
続
き
、
農
水
省
の
岩
濱
農
産
部
長
か
ら
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。
新
会
員

の
三
八
五
フ
ー
ズ
が
紹
介
さ
れ
、
江
上
栄
子
理
事
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
が
取
ら
れ
、
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
、
５
月
25
日
（
金
）、
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト

銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
平
成
30
年
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

⇔
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今後の問題点と課題

情
勢
が
変
化
す
る
中
、
日

ご
ろ
の
政
務
活
動
へ
の
理

解
に
対
し
感
謝
の
意
を
述

べ
る
と
も
に
、「
世
界
に

和
食
文
化
が
広
が
り
米
輸

出
は
伸
び
て
い
る
。
日
本

の
農
業
に
お
い
て
稲
作
は

基
幹
作
物
で
あ
り
主
食

だ
。
米
消
費
の
面
で
は
家

庭
で
の
米
消
費
が
減
少
す

る
中
、
中
食
向
け
は
年
々

増
加
し
て
存
在
感
を
増
し

て
お
り
、
会
員
各
社
の
皆

様
の
取
組
み
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
更
な
る
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。」

と
会
員
各
社
を
激
励
し

た
。
ま
た
、
通
常
総
会
に

先
立
つ
４
月
24
日
に
は
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
木
津

嘉
人
副
会
長
の
理
事
退
任

に
伴
う
役
員
選
任
が
行
わ

れ
、
新
副
会
長
に
中
村
勝

浩
理
事
（
㈱
煌  

代
表
取

締
役
社
長
）
を
選
任
し
た

こ
と
を
報
告
、
中
村
副
会

長
は
「
中
食
業
界
の
発
展

に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
総
会
後
に
は
厚
生
労
働

省
医
薬
・
生
活
衛
生
局

食
品
監
視
安
全
課
の
蟹
江

誠
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
室
長

が
「
食
品
衛
生
法
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
と
題

し
特
別
講
演
し
た
。
そ
の

後
は
懇
親
会
が
開
か
れ
坂

消
費
者
の
財
布
の
紐
は

益
々
固
く
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
、
30
年
産
米
価
が

「
ま
さ
か
の
値
上
げ
」
と

な
っ
た
場
合
、
も
は
や
大

儀
な
き
値
上
げ
の
価
格

転
嫁
交
渉
は
困
難
と
思
わ

れ
、
業
界
の
経
営
は
立
ち

行
か
な
く
な
る
の
で
は
と

危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
国
産
米
、
輸
入

米
の
安
定
供
給
（
数
量
、

価
格
）
を
国
産
米
使
用
推

進
団
体
協
議
会
と
共
に
当

局
に
訴
え
て
参
る
所
存
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
変
な
時

期
は
続
く
と
思
い
ま
す

が
、「
き
め
細
か
い
情
報

交
換
」、「
知
恵
を
出
し
て

の
協
力
」
が
大
切
で
す
。

中
食
業
界
が
結
束
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
共

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
×
　
　
×
　
　
×

　
総
会
で
は
坂
田
会
長
が

議
長
を
務
め
、
平
成
29
年

度
事
業
報
告
、
平
成
29
年

度
収
支
決
算
報
告
、
役
員

選
任
（
報
告
）、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
審
査
、
監
査
要
領
の

一
部
改
訂
（
報
告
）
が
議

決
さ
れ
全
議
事
が
承
認
さ

れ
た
。 

山
東
昭
子
理
事

（
参
議
院
議
員
）
が
挨
拶

し
た
。
山
東
理
事
は
国
際

改
正
の
趣
旨

　
厚
労
省
資
料
の
「
改
正

の
趣
旨
」
の
冒
頭
、「
我

が
国
の
食
を
と
り
ま
く
環

境
変
化
や
国
際
化
等
に

対
応
し
、
食
品
の
安
全
を

確
保
す
る
為
」
は
、
今
回

の
法
改
正
を
理
解
す
る
上

で
、
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
Ｈ

（
Ｈ
ａ
ｚ
ａ
ｄ
危
害
）
Ａ

（
Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ｓ
分

析
）
Ｃ
（
Ｃ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ

ａ
ｌ
重
要
）
Ｃ
（
Ｃ
ｎ
ｔ

ｏ
ｒ
ｏ
ｌ
管
理
）
Ｐ
（
Ｐ

ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
点
）
の
略
称

で
、
食
品
事
業
者
自
ら

が
各
工
程
の
危
害
要
因
を

分
析
し
、
食
品
衛
生
に
関

わ
る
必
須
の
管
理
点
を
定

め
、
連
続
的
に
管
理
す
る

事
で
全
て
安
全
な
食
品

を
届
け
る
自
主
管
理
の

手
法
（
シ
ス
テ
ム
）
で
、

１
９
７
０
年
代
に
確
立
し

ま
し
た
。
食
品
製
造
の
出

発
点
で
あ
る
「
農
場
か
ら

食
卓
に
至
る
ま
で
全
て
管

理
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

し
て
お
り
、
こ
の
衛
生
管

理
手
法
は
有
効
で
あ
る
と

世
界
で
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
技
術
・
方

法
、
物
流
網
は
発
展
し
、

食
品
の
調
達
・
供
給
は
全

世
界
に
広
が
り
ま
し
た
。

微
生
物
の
検
査
技
術
も
発

展
し
、
不
明
だ
っ
た
食
中

毒
の
原
因
が
明
ら
か
に
な

る
も
の
も
あ
り
、
対
処
方

法
も
進
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
環
境
の
変
化
を

受
け
、
従
来
か
ら
の
衛
生

管
理
手
法
（
一
般
衛
生

管
理
）
だ
け
で
は
、
食
中

毒
は
防
ぎ
き
れ
な
い
と
危

機
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
代
に
は
、
一

般
的
衛
生
管
理
に
加
え
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
を
図

ろ
う
と
す
る
動
き
が
、
世

界
的
に
出
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
１
９
９
８
年

に
総
合
衛
生
管
理
製
造
過

程
、
１
９
９
９
年
に
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導

入
を
後
押
し
す
る
国
の
制

度
が
で
き
ま
し
た
。
多
く

の
大
企
業
で
は
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
導
入
が
進
み
ま
し

た
が
、
小
規
模
事
業
者
で

は
、
導
入
が
中
々
進
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
食
品
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
は
そ
の
後
も
著
し

く
、
食
品
の
衛
生
管
理
は

自
国
だ
け
の
管
理
で
は
足

り
ず
、
全
世
界
で
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
・
Ｅ
Ｕ
で
は
、
す

で
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
は

義
務
付
け
ら
れ
、
カ
ナ

ダ
・
台
湾
・
ブ
ラ
ジ
ル
は

一
部
義
務
付
け
、
中
国
は

奨
励
の
段
階
と
な
っ
て
い

ま
す
。

改
正
の
概
要

　
今
回
の
法
改
正
で
は
、

日
本
の
全
て
の
食
品
事
業

者
に
、
一
般
衛
生
管
理
に

加
え
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
の
実
施
を
求

め
て
い
ま
す
。
但
し
、
小

規
模
事
業
者
は
、
手
引
書

を
参
考
に
簡
略
化
さ
れ
た

衛
生
管
理
で
も
良
い
と
柔

軟
性
を
持
た
せ
ま
し
た
。

な
お
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
管

理
手
法
で
あ
る
と
し
て
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
の
取
得

ま
で
は
求
め
て
い
ま
せ

ん
。

　
保
健
所
の
食
品
衛
生
監

視
の
体
制
は
、
従
来
型
と

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
型
の
２
つ
が

「
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」の

内
容
に
つ
い
て
の
解
説

　

�

☆
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
制
度
化
に
つ
い
て
、重
要
と
思
わ
れ
る
点
に
絞
り
、ス
ラ
イ
ド
資
料
を
抜
粋
し
、ポ
イ
ン

ト
を
絞
り
解
説
し
ま
す
。

あ
り
、
食
品
事
業
者
側
で

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
し

く
み
で
す
。
今
後
は
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
型
に
統
一
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
訳
で

す
が
、
詳
細
は
今
後
の
政

省
令
等
に
よ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

制
度
の
概
要
（
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
制
度
化
）・
取

組
の
対
比

　
一
般
衛
生
管
理
に
基
づ

い
た
衛
生
管
理
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
は
一

般
衛
生
管
理
を
行
っ
た
上

に
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿

っ
た
衛
生
管
理
」（
ソ
フ

ト
）
が
、
全
て
の
食
品
事

業
者
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
の
制
度
化

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
の
基
準
は
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
「
基
づ
く
」

衛
生
管
理
が
基
本
で
す

が
、
小
規
模
事
業
者
に

配
慮
し
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の

「
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
」

基
準
も
含
め
、
法
令
に
規

定
さ
れ
全
国
で
平
準
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

①�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

く
衛
生
管
理　

　「
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
の
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
７
原
則
に
基

づ
く
衛
生
管
理
」
の
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
　

　
食
品
衛
生
上
の
危
害
発

生
を
防
止
す
る
為
、
特
に

重
要
な
工
程
を
管
理
す
る

取
組
と
し
て
コ
ー
デ
ッ
ク

ス
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
７
原
則

に
基
づ
き
、
食
品
事
業
者

自
ら
が
使
用
す
る
原
材
料

や
製
造
方
法
に
応
じ
、
計

画
を
作
成
し
管
理
を
行
い

ま
す
。

②�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
衛

生
管
理

　「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
」
と

は
、「
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
の

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
７
原
則
」
の

最
初
の
危
害
要
因
分
析
を

省
略
し
、
重
要
管
理
点
に

対
し
て
危
害
防
止
す
る
た

め
の
計
画
を
作
成
し
管
理

を
行
う
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
は
、
本
来
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生

管
理
」（
①
）
で
あ
る
が
、

小
規
模
事
業
者
で
は
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
が
進
ん
で
い

な
い
た
め
、
小
規
模
事
業

者
に
配
慮
し
、
簡
略
化
さ

れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

い
る
。

　
こ
こ
で
配
慮
と
は
、

１
．
小
規
模
事
業
者
は
、

最
初
か
ら
自
ら
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
は
困
難
で
、

重
要
管
理
点
か
ら
始
め
る

簡
略
版
管
理
と
す
る
。

食
品
衛
生
法
等
の
改
正
に
つ
い
て
、
厚
労
省
蟹
江
室
長
に
講
演
頂
い
た
、
資
料
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。
食
品

衛
生
法
は
、
６
月
６
日
に
衆
議
院
で
可
決
成
立
し
、
今
後
、
２
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
政
令
・
省

令
・
通
達
と
実
際
の
施
行
規
則
等
詳
細
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
従
っ
て
、
現
段
階
で
改
正
の
概
要
が
決
ま
っ
た
と

言
え
ま
す
。
資
料
の
中
の
①
「
改
正
の
趣
旨
」、
②
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化
」（
以
下
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
制
度
化
」
と
い
う
。）
と
そ
れ
に
伴
う
保
健
所
指
導
の
変
化
、③
「
営
業
許
可
制
度
の
見
直
し
」、が
我
々

の
実
務
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
解
説
し
ま
す
。

２
．
厚
労
省
か
ら
各
業
界

団
体
に
、
取
扱
う
食
品
の

特
性
に
応
じ
た
衛
生
管
理

の
手
引
書
の
作
成
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
表
現
は
使
い

慣
れ
た
表
葉
使
用
す
る
。

　（「
管
理
す
る
点
」
←
重

要
管
理
点
、「
日
報
を
つ

け
る
」
←
記
録
、
等
）

３
．
手
引
書
に
は
、
危
害

要
因
分
析
に
よ
り
定
め
た

重
要
管
理
点
及
び
必
要
な

管
理
ポ
イ
ン
ト
が
載
っ
て

い
る
日
報
等
が
示
さ
れ
て

お
り
、
小
規
模
事
業
者
は

こ
れ
ら
を
参
考
と
し
て
計

画
を
作
成
す
れ
ば
よ
い
と

し
て
い
る
。

　「
取
組
の
対
比
」
の
「
認

定
・
認
証
」
項
目
は
、
今

回
の
法
改
正
に
は
関
係
無

い
が
、
資
料
に
記
載
が
あ

る
の
で
、
気
づ
い
た
点
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

①
「
認
定
・
認
証
」
に
は
、

当
協
会
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

定
な
ど
、
業
界
団
体
の
認

証
、
都
道
府
県
認
証
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
管
理
方

法
（
ソ
フ
ト
）
で
あ
る
が
、

認
定
・
認
証
を
取
得
と
な

る
と
「
施
設
の
基
準
」
も

含
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
衛
生
管
理

に
は
も
と
も
と
「
施
設
の

基
準
」
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

③
「
交
叉
汚
染
の
防
止

（
壁
等
を
用
い
て
区
分

け
）」、「
床
・
壁
等
の
素
材
」

「
カ
ビ
、
結
露
の
発
生
防

止
」「
手
洗
い
（
給
湯
付

き
手
洗
い
設
備
）」
の
４

項
目
の
記
載
が
あ
り
、
施

当
協
会
の
山
東
昭
子
理
事

田
会
長
が
挨
拶
【
別
掲
】。

懇
親
会
に
は
、
会
員
各
社

を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て

農
林
水
産
省
か
ら
岩
濱
洋

海
政
策
統
括
官
付
生
産
局

農
産
部
長
、
田
口
将
之

穀
物
課
米
麦
流
通
加
工

対
策
室
課
長
補
佐
、
菊
地

孝
行
穀
物
課
流
通
調
整
係

長
、
吉
田
昌
史
穀
物
課
流

通
調
整
係
長
、
厚
生
労
働

省
か
ら
医
薬
・
生
活
衛
生

局
食
品
監
視
安
全
課
の
蟹

江
誠
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
室

長
、（
一
財
）
日
本
穀
物

検
定
協
会
か
ら
石
原
清
史

業
務
担
当
理
事
（
当
時
）、

舟
生
潔
業
務
部
部
長
補

佐
、
国
産
米
使
用
推
進
団

体
協
議
会
か
ら(

公
社)

日

本
べ
ん
と
う
振
興
協
会
嵯

峨
哲
夫
専
務
理
事
、（
一

社
）
日
本
惣
菜
協
会
周
東

稔
事
業
推
進
部
長
、
藤
木

吉
紀
専
務
理
事
、（
一
社
）

日
本
弁
当
サ
ー
ビ
ス
協
会

夏
目
廣
専
務
、
全
国
米
穀

工
業
協
同
組
合
中
島
三
郎

新
副
会
長
に
就
任
し
た
、

㈱
煌
の
中
村
勝
浩
氏

「
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」
の
講
演
を
行
っ
た

蟹
江
　
真
琴
氏

来
賓
代
表
の
挨
拶
を
行
っ
た

農
林
水
産
省
の
岩
濱
洋
海
氏

江
上
栄
子
理
事
が
乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た

氏
、
Ｊ
Ａ
全
農
か
ら
藤
井

暁
米
穀
部
主
食
課
長
、
大

熊
浩
米
穀
部
主
食
課
課
長

代
理
ら
が
出
席
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
岩
濱

洋
海
農
林
水
産
省
政
策
統

括
官
付
生
産
局
農
産
部
長

が
挨
拶
し
「
昨
年
は
行
政

が
生
産
目
標
数
量
を
配
分

せ
ず
、
平
成
30
年
産
か
ら

は
い
よ
い
よ
生
産
現
場
で

需
要
に
応
じ
た
生
産
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
主

食
用
米
の
需
給
は
全
国
ベ

ー
ス
で
は
均
衡
し
て
い
る

も
の
の
、
業
務
用
米
に
つ

い
て
は
逼
迫
し
て
い
る
と

の
声
を
い
た
だ
く
。
皆
様

に
は
産
地
に
出
向
き
、
産

地
と
結
び
付
い
て
必
要
な

品
種
銘
柄
、
数
量
な
ど
を

伝
え
て
頂
き
た
い
。
日
本

炊
飯
協
会
の
役
割
は
益
々

高
ま
っ
て
い
る
。
業
界
の

皆
様
の
発
展
を
祈
念
す

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

新
た
に
正
会
員
に
加
盟
し
た

三
八
五
フ
ー
ズ
㈱
の
本
間
昌

治
氏

　
平
成
30
年
度
は
正
会
員

と
し
て
三
八
五
フ
ー
ズ
株

式
会
社
（
青
森
県
）
が
新

た
に
加
入
し
た
こ
と
か
ら

同
社
の
本
間
昌
治
氏
が
挨

拶
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
正

会
員
数
70
社
・
賛
助
会
員

24
社
と
な
っ
た
。
江
上
栄

子
理
事
の
乾
杯
の
発
声
で

協
会
の
発
展
を
祈
念
し
て

乾
杯
し
た
。

　
そ
の
後
に
江
上
栄
子
理

事
の
乾
杯
の
発
声
で
協
会

の
発
展
を
祈
念
し
て
乾
杯

し
た
。

※
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
、営
業
許
可
関
連
の
６
枚
の
資
料（
内
容
も
一
部
省
略
し
ポ
イ
ン
ト
絞
る
）を
掲
載
し
ま
し
た
。
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設
の
点
検
す
べ
き
項
目
と

捉
え
、
再
確
認
し
て
見
て

下
さ
い
。

国
と
地
方
自
治
体
（
保

健
所
）
の
対
応

　
こ
れ
ま
で
衛
生
管
理

は
、
地
方
自
治
体
の
条
例

に
委
ね
ら
れ
ば
ら
つ
き
が

あ
っ
た
が
、
法
改
正
で
、

衛
生
管
理
の
基
準
が
規
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
運

用
、
食
品
衛
生
監
視
員
の

指
導
方
法
や
監
視
指
導
の

内
容
が
同
一
化
さ
れ
ま

す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
民
間
認

証
等
は
、
国
際
的
な
認

証
の
基
準
と
の
整
合
性
を

図
る
方
向
に
動
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

は
自
主
管
理
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
業
界
団
体
が
作
成

し
た
手
引
書
の
内
容
を
踏

ま
え
た
監
視
指
導
が
今
後

行
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
認
証
を
受
け
て

い
る
場
合
に
は
、
取
り
組

み
状
況
を
検
証
す
る
な
ど

立
入
検
査
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

営
業
許
可
制
度
の
見
直

し
及
び
営
業
届
け
出
制

度
の
創
設

　
営
業
許
可
は
、
現
行
34

業
種
と
政
令
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
４
業
種
に
当
て

は
ま
ら
な
い
と
、
許
可
は

不
要
で
し
た
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
制
度
化

は
全
て
の
食
品
事
業
者
が

対
象
と
な
る
た
め
、
営
業

許
可
の
対
象
業
種
以
外
の

事
業
者
の
把
握
が
必
要
と

な
り
、
今
後
政
省
令
で
許

可
に
加
え
届
出
を
設
け
、

全
て
の
食
品
事
業
者
に
対

し
て
、
実
態
に
応
じ
た
営

業
許
可
業
種
の
区
分
、
施

設
基
準
の
見
直
し
が
図
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
状
の
許
可
制

度
で
は
、
１
箇
所
で
の

営
業
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い

く
つ
も
の
許
可
が
必
要
な

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た

が
、
今
後
こ
の
煩
雑
な
手

続
に
も
見
直
し
が
図
ら
れ

ま
す
。

◇コーデックスのＨＡＣＣＰ７原則◇
原則１ 危害要因分析の実施
　　　　�工程ごとに原料由来や工程中に発生しうる危害要因を列挙し、管理手段を挙げ

ていく。

原則２ 重要管理点（ＣＣＰ）　　
　　　　危害要因を除去・低減すべき特に重要な工程を決定する。　

原則３ 管理基準の設定（ＣＬ）　　
　　　　危害要因分析で特定したＣＣＰを適切に管理するための基準を設定する。

原則４ モニタリング方法の設定　　
　　　　ＣＣＰが正しく管理されているかを適切な頻度で確認し、記録する。　

原則５ 改善措置の設定　　
　　　　モニタリングの結果、ＣＬが逸脱していた時に講ずべき措置を設定する。

原則６ 検証方法の設定　　
　　　　�ＨＡＣＣＰプランに従って管理が行われているか、修正が必要かどうか検討す

る。　
原則７ 記録と保存方法の設定　　
　　　　�記録は、ＨＡＣＣＰを実施した証拠であると同時に、問題発生が生じた際には

工程ごとに管理状況を遡り、原因追及の助けとなる。

①�ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化は、全ての食品事業者が対象になります。営業許可は
34業種に限られていたため、届出制を加えることにより、全ての食品事業を対象とするしく
みとしました。

②�ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理は、小規模事業者にも配慮し、「ＨＡＣＣＰに基づく」と「ＨＡ
ＣＣＰの考え方を取り入れた」の 2つの基準を法令で規定し、全国で衛生管理の平準化が図
られます。

④�法改正は、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を制度化しており、認証までは求めていない。小規模
事業者には、業界団体がつくる手引書を参考にすることを薦めている。

⑥�営業許可制度は、許可に届出を加え、全ての食品事業者を網羅するように変わります。

③ＨＡＣＣＰ導入の際、小規模事業者への配慮を求めており、専門的助言を得るべきとしている。

⑤ＨＡＣＣＰの制度化により、法的根拠、事業者の対応、保健所の監視指導が、大きく変わります。
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〒039-1103 青森県八戸市長苗代元木２６－３三八五流通第2ビル1Ｆ 代表者： 沖本直人
電話： ０１７８－３２－６７７３　設立： 昭和６２年７月　資本金： １０００万円
従業員数： ２００名（うちパート職員１５０名）　年商： 8億5000万
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三八五フーズ株式会社

　
弊
社
は
、三
八
五
グ

ル
ー
プ
の
食
品
部
門

と
し
て
昭
和
62
年
よ

り
、地
元
企
業
の
社
員

食
堂
、学
校
給
食
、病

院
給
食
、外
食
を
主
に

操
業
し
て
お
り
ま
す
。

従
業
員
数
２
０
０
名

（
社
員
50
名
、パ
ー
ト

従
業
員
１
５
０
名
）。

　
平
成
29
年
に
は
学

校
給
食
事
業
の
展
開

に
伴
い
、新
し
く
炊
飯

工
場
を
設
立
し
、同
年

８
月
よ
り
八
戸
市
と
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ま
た
、
今
年
の
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月
に
は
公
益
社
団
法

人
日
本
炊
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会
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指
導
の
も
と
で
、
青

森
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な
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Ａ
Ｃ
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Ｐ
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よ
り
高

度
な
品
質
管
理
を
徹

底
す
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〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

　　　　公益社団法人日本炊飯協会　　県別会員一覧表　　　　　　　　　
平成 30 年 7 月現在

斡旋物資一覧表

公益社団法人日本炊飯協会

＜ガゼット袋＞ （税別） H30年4月現在

会社名 担当者名 ＴＥＬ･FAX 規格 基本@(送料込) 発注ロット

朋和産業（株） 田村 ＴＥＬ　０４７－４５６－５０１３

ＦＡＸ　０４７－４５６－５０８２ 590*870*490 ６．５０円 10,000枚以上

信和産業（株） 石澤 ＴＥＬ　０４７－４５８－５８１１ HDPE／白

ＦＡＸ　０４７－４５８－５８５０ 厚さ ０．０２以上

＜ガゼット袋（カラー　ピンク・青・黄）＞ 

朋和産業（株） 田村 ＴＥＬ ０４７－４５６－５０１３

ＦＡＸ ０４７－４５６－５０８２ HDPE／白 ７．２０円 5,000枚以上

信和産業（株） 石澤 ＴＥＬ　０４７－４５８－５８１１ 厚さ ０．０２以上

ＦＡＸ　０４７－４５８－５８５０

＜食缶＞

積水化成品工業（株） 鈴木 ＴＥＬ　０３－３３４７－９６６３ シルク印刷料込ﾎｯﾄｽﾀﾝﾌﾟは別途＠50 100Ｃ／Ｓ以上

ＦＡＸ　０３－３３４４－２２６８ 初回版代　シルク印刷5,000円

　　ホットスタンプ印刷15,000円

＜洗剤＞

平成ケミカル（株） 加藤 ＴＥＬ　０３－5９１１－１７４０ ケミライトボックスNK  ９,３００円／20㎏入り 100kg以上

ＦＡＸ　０３－５９１１－１７４１ （洗浄機で殺菌工程のない場合）

＜殺菌用アルコール＞

平成ケミカル（株） 加藤 ＴＥＬ　０３－５９１１－１７４０ 甘糟化学産業製  ２,５１０円／缶（18L入り） 5缶以上

ＦＡＸ　０３－５９１１－１７４１ アルコール67度

甘糟化学産業製  ２,９５０円／缶（18L入り） 5缶以上

アルコール75度

＜ダンボール食缶＞

（株）アイザック 中野 ＴＥＬ　０３－３５８２－３７１１ 380*３１０*１５０（１０㎏） しゃりﾎﾞｯｸｽ Ａ（ｱﾙﾐ） 173円 1000C/S以上

2018年3月より ＦＡＸ　０３－３５８２－３７１４ 印刷２色までは無料 しゃりﾎﾞｯｸｽ Ｂ（ｽﾎﾟﾝｼﾞ) 　257 円

価格改訂 （工場　0280-56-2655） （内貼により単価別　右記参照） しゃりﾎﾞｯｸｽ （ｱﾙﾐ+ｽﾎﾟﾝｼﾞ）282 円

＜炊飯吸水紙＞

王子キノクロス（株） 上村 ＴＥＬ　０３－６３２７－１０２０ パルクロスPR-５０G ６．２０円 7,000枚

ＦＡＸ　０３－３５４２－１０７０ 300*400　（700枚/ｹｰｽ） （10ｹｰｽ）

＜腸内細菌検査＞

（株）保健科学西日本 高橋 ＴＥＬ　０１２０－３４２－３８３ 食中毒菌５種A  ２６０円（1検体） 15名様以上

ＦＡＸ　０７５－９２４－４１２７ (赤痢･ｻﾙﾓﾈﾗ･ﾁﾌｽ･ﾊﾟﾗﾁﾌｽ･0-157)  ２８０円（1検体）５種F （送料無料）

ノロウイルス(RT-PCR法)  ３,２００円（１検体） 冷蔵（クール）便

陰性（－）の場合の報告は検査即日 （送料別）

＜明治ハンドウオッシュ＞

水野産業（株） 小林 ＴＥＬ　03-3836-3007 手洗い用洗剤  ４,９８０円／2ℓ本 3本/セット

ＦＡＸ　03-3836-9526 (殺菌機能付き）  ３,４００円／1ℓ本 6本/セット

 １,１４０円／250ｍℓ本 20本/セット

＜マンナンヒカリ業務用＞

大塚食品（株） 平間 ＴＥＬ ０７７-５７９-５９８０ １kg(260*170*40)  ９５０円／１袋 10袋/ｹｰｽ

ＦＡＸ ０７７-５７９-７０９６ １５kg(460*350*150）  １３,５００円／1袋 1袋/ｹｰｽ

オープン価格 
  参考上限価格 
  15kg：3，600円 
  10㎏：3，000円 

斡旋物資一覧表

公益社団法人日本炊飯協会　　役員名簿　

協会役務 所　　　　属 役　　職　　名 氏　　名
会　 長 株式会社新川屋 代表取締役社長 坂 田 文 男 非常勤
副 会 長 明治ライスデリカ株式会社 代表取締役社長 奥　 正 明 非常勤
副 会 長 株式会社ジャンボリア 代表取締役社長 千 田 法 久 非常勤
副 会 長 株式会社煌 代表取締役社長 中 村 勝 浩 非常勤
専務理事 公益社団法人 日本炊飯協会 事務局長 三 橋 昌 幸 常　勤
理 事 公益社団法人 日本炊飯協会 HACCP 審査員 福 田 耕 作 非常勤
理 事 株式会社川島屋 代表取締役社長 川 島 弘 士 非常勤
理　　事 株式会社サンフレッセ 代表取締役社長 富 澤 三 継 非常勤
理　　事 株式会社どんどんライス 代表取締役社長 平井浩一郎 非常勤
理　　事 株式会社ながもり 取締役 柳 原 健 志 非常勤
理　　事 株式会社ミツハシ 代表取締役社長 山 口 大 輔 非常勤
理　　事 公益社団法人 日本炊飯協会 HACCP 審査委員長 渋 川 尚 武 非常勤
理　　事 株式会社 太平洋企画 代表取締役社長 岩永眞佐子 非常勤
理　　事 江上料理学院 院長 江 上 栄 子 非常勤
理　　事 木元事務所 評論家・ジャーナリスト 木 元 教 子 非常勤
理　　事  参議院議員 参議院議員 山 東 昭 子 非常勤

 （財）日本健康・栄養食品協会 会長
理　　事 フードプランナー 山 下 幸 子 非常勤
監　　事 愛知県経済農業協同組合連合会 米穀部長 渡 邉 靖 治 非常勤
監　　事 浅木克眞税理士事務所 税理士 浅 木 克 眞 非常勤

（平成30年5月25日）


